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都
民
の
健
康
と
安
全
を
確
保
す
る
環
境
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
公
布

す
る
。令

和
三
年
十
月
二
十
九
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

◉
東
京
都
規
則
第
三
百
八
号

都
民
の
健
康
と
安
全
を
確
保
す
る
環
境
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る

規
則
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都
民
の
健
康
と
安
全
を
確
保
す
る
環
境
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
（
平
成
十
三
年
東
京
都
規
則
第
三

十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
三
条
の
七
第
一
項
第
三
号
中
「
で
あ
っ
て
、
ブ
ラ
ウ
ン
管
を
有
す
る
も
の
」
を
削
り
、
同
項
第

四
号
及
び
第
五
号
を
削
る
。

附

則

１

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
規
則
の
施
行
の
日
か
ら
令
和
五
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
、
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
後
の

都
民
の
健
康
と
安
全
を
確
保
す
る
環
境
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
第
十
三
条
の
七
第
一
項
第
三
号
の

規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
号
中
「
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
受
信
機
」
と
あ
る
の
は
、
「
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン

受
信
機
で
あ
っ
て
、
液
晶
パ
ネ
ル
を
有
す
る
も
の
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

東
京
都
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
公
布
す
る
。

令
和
三
年
十
月
二
十
九
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

◉
東
京
都
規
則
第
三
百
九
号

東
京
都
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

東
京
都
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
条
例
施
行
規
則
（
平
成
八
年
東
京
都
規
則
第
百
六
十
九
号
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
三

一
の
項
㈠
中
「
す
べ
て
」
を
「
全
て
」
に
改
め
、
同
項
㈠
⑵
中
「
車
い
す
使
用
者
、
高

齢
者
、
妊
婦
、
乳
幼
児
を
連
れ
た
者
等
だ
れ
で
も
が
円
滑
に
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
便
房
（
以
下

「
だ
れ
で
も
ト
イ
レ
」
と
い
う
。
）
」
を
「
八
の
項
㈡
⑴
に
掲
げ
る
構
造
の
車
椅
子
使
用
者
用
便
房

（
車
椅
子
使
用
者
用
客
室
に
設
け
ら
れ
る
も
の
を
除
く
。
）
」
に
、
「
当
該
だ
れ
で
も
ト
イ
レ
」
を

「
当
該
車
椅
子
使
用
者
用
便
房
」
に
改
め
、
同
項
㈠
⑶
中
「
車
い
す
使
用
者
用
駐
車
施
設
」
を
「
車
椅

子
使
用
者
用
駐
車
施
設
」
に
改
め
、
同
表
八
の
項
㈡
⑴
中
「
だ
れ
で
も
ト
イ
レ
」
を
「
車
椅
子
使
用
者

用
便
房
」
に
改
め
、
同
項
㈡
⑴
イ
中
「
車
い
す
使
用
者
」
を
「
車
椅
子
使
用
者
」
に
改
め
、
同
項
㈡
⑴

エ
中
「
出
入
口
」
を
「
車
椅
子
使
用
者
用
便
房
及
び
便
所
の
出
入
口
」
に
、
「
だ
れ
で
も
が
利
用
で
き

る
旨
」
を
「
当
該
車
椅
子
使
用
者
用
便
房
の
設
備
及
び
機
能
」
に
改
め
る
。

別
表
第
四

一
の
項
㈠
中
「
車
い
す
使
用
者
用
駐
車
施
設
」
を
「
車
椅
子
使
用
者
用
駐
車
施
設
」
に

改
め
、
同
項
㈡
中
「
だ
れ
で
も
ト
イ
レ
」
を
「
八
の
項
㈡
⑴
に
掲
げ
る
構
造
の
車
椅
子
使
用
者
用
便

房
」
に
、
「
車
い
す
使
用
者
用
駐
車
施
設
」
を
「
車
椅
子
使
用
者
用
駐
車
施
設
」
に
改
め
、
同
表
八
の

項
㈡
⑴
中
「
だ
れ
で
も
ト
イ
レ
」
を
「
車
椅
子
使
用
者
用
便
房
」
に
改
め
、
同
項
㈡
⑴
イ
中
「
車
い
す

使
用
者
」
を
「
車
椅
子
使
用
者
」
に
改
め
、
同
項
㈡
⑴
エ
中
「
出
入
口
」
を
「
車
椅
子
使
用
者
用
便
房

及
び
便
所
の
出
入
口
」
に
、
「
だ
れ
で
も
が
利
用
で
き
る
旨
」
を
「
当
該
車
椅
子
使
用
者
用
便
房
の
設

備
及
び
機
能
」
に
改
め
る
。

別
表
第
五

十
の
項
㈢
⑹
中
「
若
し
く
は
そ
の
一
部
又
は
一
の
項
の
㈠
の
⑴
に
規
定
す
る
経
路
若
し

く
は
」
を
「
又
は
」
に
改
め
る
。

別
表
第
九

十
の
項
㈠
⑵
イ
中
「
こ
う
配
」
を
「
勾
配
」
に
改
め
、
同
項
㈡
中
「
だ
れ
で
も
ト
イ

レ
」
を
「
車
椅
子
使
用
者
用
便
房
」
に
改
め
、
同
項
㈡
⑴
及
び
⑶
中
「
車
い
す
使
用
者
」
を
「
車
椅
子

使
用
者
」
に
改
め
、
同
項
㈡
⑸
中
「
だ
れ
で
も
が
利
用
で
き
る
旨
」
を
「
当
該
車
椅
子
使
用
者
用
便
房

の
設
備
及
び
機
能
」
に
改
め
る
。

別
表
第
十

一
の
部
十
の
項
㈦
た
だ
し
書
、
同
項
㈧
た
だ
し
書
及
び
同
項
㈨
た
だ
し
書
中
「
だ
れ
で

も
ト
イ
レ
」
を
「
車
椅
子
使
用
者
用
便
房
」
に
改
め
、
同
部
十
一
の
項
中
「
だ
れ
で
も
ト
イ
レ
」
を

「
車
椅
子
使
用
者
用
便
房
」
に
改
め
、
同
項
㈣
中
「
だ
れ
で
も
が
利
用
で
き
る
旨
」
を
「
当
該
車
椅
子

使
用
者
用
便
房
の
設
備
及
び
機
能
」
に
改
め
、
同
項
㈤
及
び
㈦
中
「
車
い
す
使
用
者
」
を
「
車
椅
子
使

用
者
」
に
改
め
る
。

別
表
第
十
二

公
共
交
通
施
設
の
部
各
階
平
面
図
の
項
中
「
だ
れ
で
も
ト
イ
レ
」
を
「
車
椅
子
使
用

者
用
便
房
」
に
改
め
る
。

別
記
第
二
号
様
式
中
「福

祉
の
ま
ち
づ
く
り
整
備
基
準
２
０
１
８

」
を
「福

祉
の
ま
ち
づ
く
り
整
備

基
準
２
０
２
２

」
に
改
め
る
。

別
記
第
五
号
様
式

（第１片）
()表
中
「読

み
替
え

」
を
「読

替
え

」
に
、
「車

椅
子
用
駐
車
施
設

」
を
「車

椅

子
使
用
者
用
駐
車
施
設

」
に
改
め
、
同
様
式

（第１片）
()裏
中
「車

椅
子
利
用
者

」
を
「車

椅
子
使
用
者

」
に
改
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め
、
同
様
式

（第２片）
()表
中
「だ

れ
で
も
ト
イ
レ

」
を
「車

椅
子
使
用
者
用
便
房

」
に
、
「車

椅
子
利
用
者
用

客
室

」
を
「車

椅
子
使
用
者
用
客
室

」
に
、
「車

椅
子
用
駐
車
施
設

」
を
「車

椅
子
使
用
者
用
駐
車
施

設

」
に
改
め
、
同
様
式

（第２片）
()裏
中
「車

椅
子
利
用
者

」
を
「車

椅
子
使
用
者

」
に
、
「読

み
替
え
規
定

」

を
「読

替
規
定

」
に
、
「だ

れ
で
も
が
利
用
で
き
る
旨
を
表
示
し
た
、
車
椅
子
使
用
者
、
高
齢
者
、
妊

婦
、
乳
幼
児
を
連
れ
た
者
等
だ
れ
で
も
が
円
滑
に
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る

」
を
「当
該
車
椅
子
使
用

者
用
便
房
の
設
備
及
び
機
能
を
表
示
し
た

」
に
、
「来

た
す

」
を
「来

す

」
に
改
め
る
。

別
記
第
六
号
様
式

（第１片）
()表
中
「踊

場

」
を
「踊

り
場

」
に
、
「こ

う
配

」
を
「勾

配

」
に
、
「車

い
す

使
用
者
用
便
房

」
を
「車

椅
子
使
用
者
用
便
房

」
に
、
「車
い
す
使
用
者
等

」
を
「車

椅
子
使
用
者

等

」
に
、
「車

い
す
使
用
者
が

」
を
「車

椅
子
使
用
者
が

」
に
、
「車

い
す
使
用
者
用
駐
車
施
設

」
を

「車
椅
子
使
用
者
用
駐
車
施
設

」
に
、
「車

い
す
用
駐
車
施
設

」
を
「車

椅
子
使
用
者
用
駐
車
施
設

」

に
改
め
、
同
様
式

（第１片）
()裏
中
「車

い
す
使
用
者
が

」
を
「車

椅
子
使
用
者
が

」
に
、
「車

い
す
の

」
を

「車
椅
子
の

」
に
、
「こ

う
配

」
を
「勾

配

」
に
、
「踊

場

」
を
「踊

り
場

」
に
、
「車

い
す
使
用
者

用
便
房

」
を
「車

椅
子
使
用
者
用
便
房

」
に
、
「車

い
す
使
用
者
用
駐
車
施
設

」
を
「車

椅
子
使
用
者

用
駐
車
施
設

」
に
、
「か
ご

」
を
「籠

」
に
、
「だ

れ
で
も
ト
イ
レ

」
を
「車

椅
子
使
用
者
用
便
房

」

に
、
「車
い
す
用
駐
車
施
設

」
を
「車

椅
子
使
用
者
用
駐
車
施
設

」
に
改
め
、
同
様
式

（第２片）
中
「か

ご

」

を
「籠

」
に
、
「車

い
す
の

」
を
「車

椅
子
の

」
に
、
「車

い
す
利
用
者

」
を
「車

椅
子
使
用
者

」
に
、

「こ
う
配

」
を
「勾

配

」
に
、
「踊

場

」
を
「踊

り
場

」
に
、
「車

い
す
使
用
者
が

」
を
「車

椅
子
使

用
者
が

」
に
、
「だ

れ
で
も
が
利
用
で
き
る
旨
を
表
示
し
た
、
車
い
す
使
用
者
、
高
齢
者
、
妊
婦
、
乳

幼
児
を
連
れ
た
者
等
だ
れ
で
も
が
円
滑
に
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る

」
を
「当

該
車
椅
子
使
用
者
用
便

房
の
設
備
及
び
機
能
を
表
示
し
た

」
に
、
「車

い
す
が

」
を
「車

椅
子
が

」
に
、
「き

た
す

」
を
「来

す

」
に
、
「車

い
す
で

」
を
「車

椅
子
で

」
に
改
め
る
。

別
記
第
八
号
様
式

（第１片）
()表
中
「車

い
す
使
用
者

」
を
「車

椅
子
使
用
者

」
に
、
「縦

断
こ
う
配

」
を

「縦
断
勾
配

」
に
、
「す

り
つ
け
こ
う
配

」
を
「す

り
つ
け
勾
配

」
に
、
「踊

場

」
を
「踊

り
場

」
に
、

「横
断
こ
う
配

」
を
「横

断
勾
配

」
に
、
「車

い
す
が

」
を
「車

椅
子
が

」
に
、
「さ

く

」
を
「柵

」

に
改
め
、
同
様
式

（第１片）
()裏
中
「縦

断
こ
う
配

」
を
「縦

断
勾
配

」
に
、
「踊

場

」
を
「踊

り
場

」
に
、

「横
断
こ
う
配

」
を
「横

断
勾
配

」
に
、
「車

い
す
使
用
者
等

」
を
「車

椅
子
使
用
者
等

」
に
、
「さ

く

」
を
「柵

」
に
、
「車

い
す
使
用
者
用
観
覧
ス
ペ
ー
ス

」
を
「車

椅
子
使
用
者
用
観
覧
ス
ペ
ー
ス

」

に
、
「車

い
す
使
用
者
の

」
を
「車

椅
子
使
用
者
の

」
に
改
め
、
同
様
式

（第２片）
中
「だ

れ
で
も
ト
イ
レ

」

を
「車

椅
子
使
用
者
用
便
房

」
に
、
「縦

断
こ
う
配

」
を
「縦

断
勾
配

」
に
、
「車

い
す
使
用
者

」
を

「車
椅
子
使
用
者

」
に
、
「だ

れ
で
も
が
利
用
で
き
る
旨

」
を
「車

椅
子
使
用
者
用
便
房
の
設
備
及
び

機
能

」
に
、
「車

い
す
で
の

」
を
「車

椅
子
で
の

」
に
、
「車

い
す
の

」
を
「車

椅
子
の

」
に
改
め
る
。

別
記
第
九
号
様
式

（第１片）
()裏
中
「車

い
す

」
を
「車

椅
子

」
に
改
め
、
同
様
式

（第２片）
()表
中
「だ

れ
で
も
ト
イ

レ

」
を
「車

椅
子
使
用
者
用
便
房

」
に
、
「だ

れ
で
も
が
利
用
で
き
る
旨

」
を
「車

椅
子
使
用
者
用
便

房
の
設
備
及
び
機
能

」
に
改
め
る
。

附

則

１

こ
の
規
則
は
、
令
和
四
年
四
月
一
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
か
ら
施
行
す
る
。
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２

施
行
日
か
ら
起
算
し
て
三
十
日
を
経
過
す
る
日
以
前
に
新
設
又
は
改
修
の
工
事
に
着
手
し
た
、
東

京
都
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
条
例
（
平
成
七
年
東
京
都
条
例
第
三
十
三
号
。
以
下
「
条
例
」
と
い

う
。
）
第
二
条
第
三
号
に
規
定
す
る
都
市
施
設
に
該
当
す
る
も
の
に
係
る
条
例
第
十
五
条
第
一
項
に

規
定
す
る
整
備
基
準
適
合
証
（
以
下
「
適
合
証
」
と
い
う
。
）
の
交
付
に
つ
い
て
は
、
当
該
施
設
の

完
成
の
日
か
ら
起
算
し
て
六
十
日
以
内
に
交
付
の
申
請
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
こ
の
規
則
に
よ
る
改

正
後
の
東
京
都
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
条
例
施
行
規
則
（
以
下
「
新
規
則
」
と
い
う
。
）
の
規
定
に
か

か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。
た
だ
し
、
新
規
則
の
規
定
に
よ
る
適
合
証
の
交
付
を
妨
げ
な

い
。

３

条
例
第
二
十
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
勧
告
に
お
い
て
勘
案
す
る
整
備
基
準
は
、
施
行
日
前
に
こ

の
規
則
に
よ
る
改
正
前
の
東
京
都
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
条
例
施
行
規
則
（
以
下
「
旧
規
則
」
と
い

う
。
）
第
九
条
の
届
出
が
あ
っ
た
条
例
第
十
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
特
定
都
市
施
設
に
つ
い
て
は
、

旧
規
則
に
定
め
る
整
備
基
準
と
す
る
。

４

こ
の
規
則
の
施
行
の
際
、
旧
規
則
別
記
第
二
号
様
式
、
第
五
号
様
式
、
第
六
号
様
式
、
第
八
号
様

式
及
び
第
九
号
様
式
に
よ
る
用
紙
で
、
現
に
残
存
す
る
も
の
は
、
所
要
の
修
正
を
加
え
、
な
お
使
用

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

東
京
都
会
計
事
務
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
公
布
す
る
。

令
和
三
年
十
月
二
十
九
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

◉
東
京
都
規
則
第
三
百
十
号

東
京
都
会
計
事
務
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

東
京
都
会
計
事
務
規
則
（
昭
和
三
十
九
年
東
京
都
規
則
第
八
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。

第
六
条
第
一
項
第
一
号
た
だ
し
書
中
「
給
料
、
諸
手
当
等
に
関
す
る
」
を
削
り
、
「
制
度
企
画
課

長
、
」
の
下
に
「
旅
費
そ
の
他
の
」
を
加
え
、
「
旅
費
に
関
す
る
事
務
」
を
「
事
務
（
第
十
条
に
お
い

て
単
に
「
総
務
事
務
セ
ン
タ
ー
で
取
り
扱
う
事
務
」
と
い
う
。
）
」
に
、
「
そ
の
他
の
」
を
「
給
料
及

び
職
員
手
当
等
（
退
職
手
当
を
除
く
。
）
に
関
す
る
」
に
改
め
る
。

第
十
条
第
二
項
第
二
号
中
「
旅
費
事
務
」
を
「
事
務
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
令
和
三
年
十
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

告

示

◉
東
京
都
告
示
第
千
三
百
四
号

計
量
法
（
平
成
四
年
法
律
第
五
十
一
号
）
第
十
九
条
第
一
項
及
び
第
二
十
条
第
一
項
並
び
に
特
定
計

量
器
検
定
検
査
規
則
（
平
成
五
年
通
商
産
業
省
令
第
七
十
号
）
第
三
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、

特
定
計
量
器
（
皮
革
面
積
計
を
除
く
。
）
の
所
在
場
所
定
期
検
査
を
次
の
と
お
り
指
定
定
期
検
査
機
関

が
実
施
す
る
の
で
、
同
法
第
二
十
一
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

令
和
三
年
十
月
二
十
九
日

東
京
都
計
量
検
定
所
長

戸

澤

互

一

検
査
地
域

板
橋
区

二

検
査
対
象

非
自
動
は
か
り
で
あ
っ
て
、
ひ
ょ
う
量
が
二
百
五
十
キ
ロ
グ
ラ
ム
以
下
の
も
の
（
分

銅
及
び
お
も
り
を
含
む
。
以
下
「
検
査
対
象
物
」
と
い
う
。
）
。
た
だ
し
、
ひ
ょ
う

量
が
二
百
五
十
キ
ロ
グ
ラ
ム
を
超
え
る
非
自
動
は
か
り
を
併
せ
て
使
用
す
る
事
業
所

の
検
査
対
象
物
を
除
く
。

三

検
査
期
日

令
和
四
年
一
月
二
十
一
日
か
ら
同
年
三
月
二
十
九
日
ま
で
（
東
京
都
の
休
日
に
関
す

る
条
例
（
平
成
元
年
東
京
都
条
例
第
十
号
）
に
定
め
る
休
日
を
除
く
。
）

四

検
査
場
所

特
定
計
量
器
（
皮
革
面
積
計
を
除
く
。
）
の
所
在
の
場
所

五

指
定
定
期

検
査
機
関

の
名
称

一
般
社
団
法
人
東
京
都
計
量
協
会

◉
東
京
都
告
示
第
千
三
百
五
号

計
量
法
（
平
成
四
年
法
律
第
五
十
一
号
）
第
十
九
条
第
一
項
及
び
第
二
十
条
第
一
項
並
び
に
特
定
計

量
器
検
定
検
査
規
則
（
平
成
五
年
通
商
産
業
省
令
第
七
十
号
）
第
三
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、

特
定
計
量
器
（
皮
革
面
積
計
を
除
く
。
）
の
所
在
場
所
定
期
検
査
を
次
の
と
お
り
指
定
定
期
検
査
機
関

が
実
施
す
る
の
で
、
同
法
第
二
十
一
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

令
和
三
年
十
月
二
十
九
日

東
京
都
計
量
検
定
所
長

戸

澤

互
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一

検
査
地
域

千
代
田
区

二

検
査
対
象

非
自
動
は
か
り
で
あ
っ
て
、
ひ
ょ
う
量
が
二
百
五

十
キ
ロ
グ
ラ
ム
以
下
の
も
の
（
分
銅
及
び
お
も
り

を
含
む
。
以
下
「
検
査
対
象
物
」
と
い
う
。
）
。

た
だ
し
、
ひ
ょ
う
量
が
二
百
五
十
キ
ロ
グ
ラ
ム
を

超
え
る
非
自
動
は
か
り
を
併
せ
て
使
用
す
る
事
業

所
の
検
査
対
象
物
を
除
く
。

三

検
査
期
日

令
和
三
年
十
二
月
三
日
か
ら
令
和
四
年
一
月
三
十

一
日
ま
で
（
東
京
都
の
休
日
に
関
す
る
条
例
（
平

成
元
年
東
京
都
条
例
第
十
号
）
に
定
め
る
休
日
を

除
く
。
）

四

検
査
場
所

特
定
計
量
器
（
皮
革
面
積
計
を
除
く
。
）
の
所
在

の
場
所

五

指
定
定
期

検
査
機
関

の
名
称

一
般
社
団
法
人
東
京
都
計
量
協
会

◉
東
京
都
告
示
第
千
三
百
六
号

計
量
法
（
平
成
四
年
法
律
第
五
十
一
号
）
第
十
九
条
第
一
項
及
び

第
二
十
条
第
一
項
並
び
に
特
定
計
量
器
検
定
検
査
規
則
（
平
成
五
年

通
商
産
業
省
令
第
七
十
号
）
第
三
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、

特
定
計
量
器
（
皮
革
面
積
計
を
除
く
。
）
の
所
在
場
所
定
期
検
査
を

次
の
と
お
り
指
定
定
期
検
査
機
関
が
実
施
す
る
の
で
、
同
法
第
二
十

一
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

令
和
三
年
十
月
二
十
九
日

東
京
都
計
量
検
定
所
長

戸

澤

互

一

検
査
地
域

品
川
区
、
板
橋
区
及
び
江
戸
川
区

二

検
査
対
象

非
自
動
は
か
り
で
あ
っ
て
、
ひ
ょ
う
量
が
二
百
五

十
キ
ロ
グ
ラ
ム
を
超
え
二
ト
ン
以
下
の
も
の
及
び

同
一
の
事
業
所
で
併
せ
て
使
用
す
る
ひ
ょ
う
量
が

二
百
五
十
キ
ロ
グ
ラ
ム
以
下
の
も
の
（
分
銅
及
び

お
も
り
を
含
む
。
以
下
「
検
査
対
象
物
」
と
い

う
。
）
。
た
だ
し
、
ひ
ょ
う
量
が
二
ト
ン
を
超
え

る
非
自
動
は
か
り
を
併
せ
て
使
用
す
る
事
業
所
の

検
査
対
象
物
を
除
く
。

三

検
査
期
日

令
和
三
年
十
二
月
十
六
日
か
ら
令
和
四
年
三
月
三

十
日
ま
で
（
東
京
都
の
休
日
に
関
す
る
条
例
（
平

成
元
年
東
京
都
条
例
第
十
号
）
に
定
め
る
休
日
を

除
く
。
）

四

検
査
場
所

特
定
計
量
器
（
皮
革
面
積
計
を
除
く
。
）
の
所
在

の
場
所

五

指
定
定
期

検
査
機
関

の
名
称

一
般
社
団
法
人
東
京
都
計
量
協
会

◉
東
京
都
告
示
第
千
三
百
七
号

都
市
再
開
発
法
（
昭
和
四
十
四
年
法
律
第
三
十
八
号
）
第
三
十
八

条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
囲
町
東
地
区
市
街
地
再
開
発
組
合
の
定

款
及
び
事
業
計
画
の
変
更
を
認
可
し
た
の
で
、
同
条
第
二
項
に
お
い

て
準
用
す
る
同
法
第
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に

告
示
す
る
。

令
和
三
年
十
月
二
十
九
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

組
合
の
名
称

囲
町
東
地
区
市
街
地
再
開
発
組
合

二

事
業
施
行
期
間

令
和
二
年
九
月
十
六
日
か
ら
令
和
七
年
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

三

施
行
地
区

中
野
区
中
野
四
丁
目
地
内

四

事
務
所
の
所
在
地
及
び
設
立
認
可
の
年
月
日

中
野
区
中
野
四
丁
目
十
七
番
五
号

令
和
二
年
九
月
十
六
日

五

変
更
の
内
容

事
業
施
行
期
間
を
令
和
八
年
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
延
長
す
る
。

六

定
款
及
び
事
業
計
画
の
変
更
の
認
可
の
年
月
日

令
和
三
年
十
月
二
十
九
日

◉
東
京
都
告
示
第
千
三
百
八
号

都
市
再
開
発
法
（
昭
和
四
十
四
年
法
律
第
三
十
八
号
）
第
三
十
八

条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
Ｊ
Ｒ
小
岩
駅
北
口
地
区
市
街
地
再
開
発

組
合
の
定
款
の
変
更
を
認
可
し
た
の
で
、
同
条
第
二
項
に
お
い
て
準

用
す
る
同
法
第
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
告
示

す
る
。令

和
三
年
十
月
二
十
九
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

組
合
の
名
称

Ｊ
Ｒ
小
岩
駅
北
口
地
区
市
街
地
再
開
発
組
合

二

事
業
施
行
期
間

令
和
二
年
一
月
二
十
四
日
か
ら
令
和
十
三
年
三
月
三
十
一
日
ま

で
三

施
行
地
区

江
戸
川
区
西
小
岩
一
丁
目
、
西
小
岩
三
丁
目
及
び
西
小
岩
四
丁

目
各
地
内

四

事
務
所
の
所
在
地
及
び
設
立
認
可
の
年
月
日

江
戸
川
区
西
小
岩
一
丁
目
十
九
番
二
十
九
号
エ
ト
ワ
ー
ル
ビ
ル

令
和
二
年
一
月
二
十
四
日

五

定
款
の
変
更
の
認
可
の
年
月
日

令
和
三
年
十
月
二
十
九
日

◉
東
京
都
告
示
第
千
三
百
九
号

次
の
一
般
都
営
住
宅
を
廃
止
し
た
の
で
、
東
京
都
営
住
宅
条
例



令和3年10月29日（金曜日）東 京 都 公 報（第17449号） ６
（
平
成
九
年
東
京
都
条
例
第
七
十
七
号
）
第
三
条
第
三
項
の
規
定
に

よ
り
告
示
す
る
。

令
和
三
年
十
月
二
十
九
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

◉
東
京
都
告
示
第
千
三
百
十
号

東
京
都
営
住
宅
条
例
（
平
成
九
年
東
京
都
条
例
第
七
十
七
号
）
第

三
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
一
般
都
営
住
宅
の
使
用
料
を
次
の

よ
う
に
変
更
し
、
令
和
三
年
十
一
月
一
日
か
ら
実
施
す
る
の
で
、
同

条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

令
和
三
年
十
月
二
十
九
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

名

称

位

置

構
造
及
び
規
模

戸

数

赤
羽
北
二
丁
目
第
２
ア
パ
ー
ト

（
１
、
２
号
棟
）

北
区
赤
羽
北
二
丁
目
三
十
六
番

中
層
耐
火

五
三
・
一
平
方
メ
ー
ト
ル

一
二
戸

上
石
神
井
ア
パ
ー
ト

（
１８
号
棟
）

練
馬
区
石
神
井
台
四
丁
目
五
番

同
右

五
一
・
〇
平
方
メ
ー
ト
ル

四
〇
戸

東
中
神
ア
パ
ー
ト

（
４
号
棟
）

昭
島
市
福
島
町
九
百
九
十
八
番
地

同
右

三
二
・
六
平
方
メ
ー
ト
ル

二
〇
戸

村
山
ア
パ
ー
ト

（
１２
、
１３
、
１４
、
２１
、
２２
号
棟
）

武
蔵
村
山
市
緑
が
丘
千
四
百
六
十

番
地

同
右

五
一
・
〇
平
方
メ
ー
ト
ル

二
一
〇
戸

村
山
ア
パ
ー
ト

（
６
号
棟
）

同
右

同
右

五
一
・
九
平
方
メ
ー
ト
ル

四
〇
戸

村
山
ア
パ
ー
ト

（
７
号
棟
）

同
右

同
右

五
三
・
九
平
方
メ
ー
ト
ル

同
右

村
山
ア
パ
ー
ト

（
８
号
棟
）

同
右

同
右

五
一
・
九
平
方
メ
ー
ト
ル

二
〇
戸

同
右

同
右

同
右

六
二
・
四
平
方
メ
ー
ト
ル

五
戸



（第17449号）東 京 都 公 報令和3年10月29日（金曜日）７



令和3年10月29日（金曜日）東 京 都 公 報（第17449号） ８



（第17449号）東 京 都 公 報令和3年10月29日（金曜日）９



令和3年10月29日（金曜日）東 京 都 公 報（第17449号） １０
◉
東
京
都
告
示
第
千
三
百
十
一
号

東
京
都
営
住
宅
条
例
（
平
成
九
年
東
京
都
条
例
第
七
十
七
号
）
第

三
条
第
二
項
並
び
に
第
十
二
条
第
一
項
及
び
第
四
項
の
規
定
に
基
づ

き
、
一
般
都
営
住
宅
の
名
称
、
位
置
、
構
造
及
び
規
模
、
戸
数
、
使

用
料
並
び
に
近
傍
同
種
の
住
宅
の
家
賃
を
次
の
よ
う
に
定
め
た
の
で
、

同
条
例
第
三
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

令
和
三
年
十
月
二
十
九
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

名

称

位

置

構
造
及
び
規
模

戸

数

収
入
の
額
が
一
三
九
、
〇
〇
〇
円

を
超
え
一
五
八
、
〇
〇
〇
円
以
下

の
者
に
適
用
さ
れ
る
使
用
料
（
月

額
一
戸
に
つ
き
）

近
傍
同
種
の
住
宅
の

家
賃
（
月
額
一
戸
に

つ
き
）

浮
間
三
丁
目
ア
パ
ー
ト

（
１０
号
棟
）

北
区
浮
間
三
丁
目
四
番

高
層
耐
火

三
四
・
六
平
方
メ
ー
ト
ル

三
二
戸

三
一
、
三
〇
〇
円

六
七
、
一
〇
〇
円

同
右

同
右

同
右

四
〇
・
四
平
方
メ
ー
ト
ル

同
右

三
六
、
五
〇
〇
円

七
八
、
三
〇
〇
円

同
右

同
右

同
右

四
七
・
九
平
方
メ
ー
ト
ル

八
戸

四
三
、
三
〇
〇
円

九
二
、
八
〇
〇
円

同
右

同
右

同
右

四
七
・
八
平
方
メ
ー
ト
ル

同
右

四
三
、
二
〇
〇
円

同
右

同
右

同
右

同
右

五
七
・
四
平
方
メ
ー
ト
ル

同
右

五
一
、
九
〇
〇
円

一
一
一
、
二
〇
〇
円

舟
渡
二
丁
目
ア
パ
ー
ト

（
４
号
棟
）

板
橋
区
舟
渡
二
丁
目
十
七
番

中
層
耐
火

三
四
・
六
平
方
メ
ー
ト
ル

同
右

二
九
、
七
〇
〇
円

七
一
、
〇
〇
〇
円

同
右

同
右

同
右

四
〇
・
四
平
方
メ
ー
ト
ル

同
右

三
四
、
七
〇
〇
円

八
二
、
九
〇
〇
円

同
右

同
右

同
右

五
七
・
三
平
方
メ
ー
ト
ル

四
戸

四
九
、
三
〇
〇
円

一
一
七
、
六
〇
〇
円

同
右

同
右

高
層
耐
火

三
四
・
六
平
方
メ
ー
ト
ル

一
四
戸

二
九
、
七
〇
〇
円

七
一
、
一
〇
〇
円

同
右

同
右

同
右

四
〇
・
四
平
方
メ
ー
ト
ル

同
右

三
四
、
七
〇
〇
円

八
二
、
九
〇
〇
円

同
右

同
右

同
右

四
七
・
九
平
方
メ
ー
ト
ル

七
戸

四
一
、
二
〇
〇
円

九
八
、
四
〇
〇
円

同
右

同
右

同
右

四
七
・
八
平
方
メ
ー
ト
ル

同
右

四
一
、
一
〇
〇
円

九
八
、
三
〇
〇
円

新
宿
四
丁
目
ア
パ
ー
ト

（
２
号
棟
）

葛
飾
区
新
宿
四
丁
目
二
十
番

同
右

三
四
・
六
平
方
メ
ー
ト
ル

一
八
戸

二
八
、
六
〇
〇
円

六
九
、
七
〇
〇
円

同
右

同
右

同
右

四
〇
・
四
平
方
メ
ー
ト
ル

同
右

三
三
、
四
〇
〇
円

八
一
、
四
〇
〇
円

同
右

同
右

同
右

四
七
・
九
平
方
メ
ー
ト
ル

六
戸

三
九
、
七
〇
〇
円

九
六
、
六
〇
〇
円

同
右

同
右

同
右

四
七
・
八
平
方
メ
ー
ト
ル

同
右

三
九
、
六
〇
〇
円

九
六
、
五
〇
〇
円

同
右

同
右

同
右

五
七
・
四
平
方
メ
ー
ト
ル

同
右

四
七
、
五
〇
〇
円

一
一
五
、
七
〇
〇
円

新
宿
四
丁
目
ア
パ
ー
ト

（
４
号
棟
）

葛
飾
区
新
宿
四
丁
目
十
八
番

同
右

三
四
・
六
平
方
メ
ー
ト
ル

同
右

二
八
、
六
〇
〇
円

七
〇
、
三
〇
〇
円

同
右

同
右

同
右

四
〇
・
四
平
方
メ
ー
ト
ル

同
右

三
三
、
四
〇
〇
円

八
二
、
〇
〇
〇
円



（第17449号）東 京 都 公 報令和3年10月29日（金曜日）１１
◉
東
京
都
告
示
第
千
三
百
十
二
号

次
の
都
営
改
良
住
宅
を
廃
止
し
た
の
で
、
東
京
都
営
住
宅
条
例

（
平
成
九
年
東
京
都
条
例
第
七
十
七
号
）
第
三
条
第
三
項
の
規
定
に

よ
り
告
示
す
る
。

令
和
三
年
十
月
二
十
九
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

同
右

同
右

同
右

四
七
・
八
平
方
メ
ー
ト
ル

同
右

三
九
、
六
〇
〇
円

九
七
、
二
〇
〇
円

同
右

同
右

同
右

五
七
・
四
平
方
メ
ー
ト
ル

同
右

四
七
、
五
〇
〇
円

一
一
六
、
六
〇
〇
円

下
篠
崎
町
ア
パ
ー
ト

（
１
号
棟
）

江
戸
川
区
下
篠
崎
町
二
番

同
右

三
四
・
六
平
方
メ
ー
ト
ル

五
五
戸

二
九
、
九
〇
〇
円

七
六
、
五
〇
〇
円

同
右

同
右

同
右

四
〇
・
四
平
方
メ
ー
ト
ル

同
右

三
五
、
〇
〇
〇
円

八
九
、
三
〇
〇
円

同
右

同
右

同
右

四
七
・
二
平
方
メ
ー
ト
ル

一
一
戸

四
〇
、
九
〇
〇
円

一
〇
四
、
五
〇
〇
円

同
右

同
右

同
右

四
八
・
一
平
方
メ
ー
ト
ル

同
右

四
一
、
六
〇
〇
円

一
〇
六
、
三
〇
〇
円

同
右

同
右

同
右

五
七
・
六
平
方
メ
ー
ト
ル

同
右

四
九
、
九
〇
〇
円

一
二
七
、
三
〇
〇
円

東
京
街
道
ア
パ
ー
ト

（
２４
号
棟
）

東
大
和
市
清
原
三
丁
目
一
番
地

中
層
耐
火

三
四
・
六
平
方
メ
ー
ト
ル

五
戸

二
六
、
五
〇
〇
円

七
四
、
五
〇
〇
円

同
右

同
右

同
右

四
〇
・
四
平
方
メ
ー
ト
ル

二
五
戸

三
〇
、
九
〇
〇
円

八
六
、
九
〇
〇
円

同
右

同
右

同
右

四
七
・
八
平
方
メ
ー
ト
ル

五
戸

三
六
、
六
〇
〇
円

一
〇
二
、
九
〇
〇
円

同
右

同
右

同
右

同
右

同
右

同
右

一
〇
三
、
〇
〇
〇
円

同
右

同
右

同
右

五
七
・
三
平
方
メ
ー
ト
ル

同
右

四
三
、
九
〇
〇
円

一
二
三
、
三
〇
〇
円

多
摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
諏
訪
五
丁
目
団
地

（
１
号
棟
）

多
摩
市
諏
訪
五
丁
目
十
二
番
地

高
層
耐
火

三
四
・
六
平
方
メ
ー
ト
ル

六
九
戸

二
六
、
七
〇
〇
円

六
五
、
三
〇
〇
円

同
右

同
右

同
右

四
〇
・
四
平
方
メ
ー
ト
ル

四
七
戸

三
一
、
一
〇
〇
円

七
六
、
二
〇
〇
円

同
右

同
右

同
右

四
七
・
八
平
方
メ
ー
ト
ル

一
一
戸

三
六
、
八
〇
〇
円

九
〇
、
三
〇
〇
円

同
右

同
右

同
右

五
七
・
五
平
方
メ
ー
ト
ル

二
〇
戸

四
四
、
三
〇
〇
円

一
〇
八
、
五
〇
〇
円

多
摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
諏
訪
五
丁
目
団
地

（
２
号
棟
）

同
右

同
右

三
四
・
六
平
方
メ
ー
ト
ル

九
戸

二
六
、
七
〇
〇
円

六
五
、
四
〇
〇
円

同
右

同
右

同
右

四
〇
・
四
平
方
メ
ー
ト
ル

四
五
戸

三
一
、
一
〇
〇
円

七
六
、
四
〇
〇
円

同
右

同
右

同
右

四
七
・
八
平
方
メ
ー
ト
ル

九
戸

三
六
、
八
〇
〇
円

九
〇
、
四
〇
〇
円



令和3年10月29日（金曜日）東 京 都 公 報（第17449号） １２
◉
東
京
都
告
示
第
千
三
百
十
三
号

東
京
都
営
住
宅
条
例
（
平
成
九
年
東
京
都
条
例
第
七
十
七
号
）
第

三
条
第
二
項
及
び
第
五
十
六
条
第
一
項
第
三
号
の
規
定
に
基
づ
き
都

営
改
良
住
宅
の
使
用
料
を
、
同
条
例
第
三
条
第
二
項
及
び
第
七
十
一

条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条
例
第
五
十
六
条
第
一
項
第
三
号
の
規
定

に
基
づ
き
都
営
再
開
発
住
宅
の
使
用
料
を
次
の
よ
う
に
変
更
し
、
令

和
三
年
十
一
月
一
日
か
ら
実
施
す
る
の
で
、
同
条
例
第
三
条
第
三
項

の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

令
和
三
年
十
月
二
十
九
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

名

称

位

置

構
造
及
び
規
模

戸

数

東
中
神
ア
パ
ー
ト

（
１
、
３
、
４
号
棟
）

昭
島
市
福
島
町
九
百
九
十
八
番
地

中
層
耐
火

三
二
・
六
平
方
メ
ー
ト
ル

一
一
五
戸

東
中
神
ア
パ
ー
ト

（
２
号
棟
）

同
右

同
右

同
右

二
〇
戸

同
右

同
右

同
右

四
五
・
八
平
方
メ
ー
ト
ル

五
戸



（第17449号）東 京 都 公 報令和3年10月29日（金曜日）１３

◉
東
京
都
告
示
第
千
三
百
十
四
号

東
京
都
営
住
宅
条
例
（
平
成
九
年
東
京
都
条
例
第
七
十
七
号
）
第

九
十
三
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条
例
第
三
条
第
二
項
の
規
定
に
基

づ
き
、
駐
車
場
の
区
画
数
を
次
の
よ
う
に
変
更
す
る
。

令
和
三
年
十
月
二
十
九
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

名

称

位

置

区
画
数

浮
間
三
丁
目
ア
パ
ー
ト
駐

車
場

北
区
浮
間
三
丁
目
四
番

二
九
区
画

舟
渡
二
丁
目
ア
パ
ー
ト
駐

車
場

板
橋
区
舟
渡
二
丁
目
十

七
番
ほ
か

三
五
区
画

◉
東
京
都
告
示
第
千
三
百
十
五
号

東
京
都
営
住
宅
条
例
（
平
成
九
年
東
京
都
条
例
第
七
十
七
号
）
第

九
十
三
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条
例
第
三
条
第
二
項
の
規
定
に
基

づ
き
、
駐
車
場
の
名
称
、
位
置
及
び
区
画
数
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
三
年
十
月
二
十
九
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

名

称

位

置

区
画
数

下
篠
崎
町
ア
パ
ー
ト
駐
車

場

江
戸
川
区
下
篠
崎
町
二

番

一
五
区
画

◉
東
京
都
告
示
第
千
三
百
十
六
号

平
成
十
八
年
東
京
都
告
示
第
千
三
百
六
十
四
号
（
特
定
家
庭
用
機

器
相
対
評
価
方
法
等
基
準
及
び
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
性
能
等
を
示
す
事
項

を
記
載
し
た
書
面
に
つ
い
て
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

令
和
三
年
十
月
二
十
九
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

第
三

一
中
「及

び
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
受
信
機

」
を
削
り
、
第
三

二
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

３
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
受
信
機
の
東
京
都
省
エ
ネ
ラ
ベ
ル

別
記

様
式
３

別
記
様
式
一
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。
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別
記
様
式
二
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。
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附

則

令
和
五
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
受

信
機
の
東
京
都
省
エ
ネ
ラ
ベ
ル
の
様
式
に
つ
い
て
は
、
こ
の
告
示
に

よ
る
改
正
後
の
特
定
家
庭
用
機
器
相
対
評
価
方
法
等
基
準
及
び
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
性
能
等
を
示
す
事
項
を
記
載
し
た
書
面
に
つ
い
て
第
三
及

び
別
記
様
式
三
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ

と
が
で
き
る
。

◉
東
京
都
告
示
第
千
三
百
十
七
号

鳥
獣
の
保
護
及
び
管
理
並
び
に
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律

（
平
成
十
四
年
法
律
第
八
十
八
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
三

十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
特
定
猟
具
使
用
禁
止
区
域
を
指

定
し
た
の
で
、
同
条
第
十
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
三
十
四
条

第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

令
和
三
年
十
月
二
十
九
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

名
称

大
島
南
部
特
定
猟
具
使
用
禁
止
区
域

二

区
域

平
成
二
十
三
年
東
京
都
告
示
第
千
五
百
二
十
二
号
の
区
域

三

存
続
期
間

令
和
三
年
十
一
月
一
日
か
ら
令
和
十
三
年
十
月
三
十
一
日
ま
で

四

禁
止
に
係
る
特
定
猟
具
の
種
類

銃
器

◉
東
京
都
告
示
第
千
三
百
十
八
号

鳥
獣
の
保
護
及
び
管
理
並
び
に
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律

（
平
成
十
四
年
法
律
第
八
十
八
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
三

別
記
様
式
二
の
次
に
次
の
一
様
式
を
加
え
る
。
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十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
特
定
猟
具
使
用
禁
止
区
域
を
指

定
し
た
の
で
、
同
条
第
十
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
三
十
四
条

第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

令
和
三
年
十
月
二
十
九
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

名
称

元
町
岡
田
特
定
猟
具
使
用
禁
止
区
域

二

区
域

平
成
二
十
三
年
東
京
都
告
示
第
千
五
百
二
十
三
号
の
区
域

三

存
続
期
間

令
和
三
年
十
一
月
一
日
か
ら
令
和
十
三
年
十
月
三
十
一
日
ま
で

四

禁
止
に
係
る
特
定
猟
具
の
種
類

銃
器

◉
東
京
都
告
示
第
千
三
百
十
九
号

非
常
勤
職
員
の
報
酬
、
費
用
弁
償
及
び
期
末
手
当
に
関
す
る
条
例

施
行
規
則
（
平
成
二
十
七
年
東
京
都
規
則
第
八
号
）
第
七
条
の
規
定

に
基
づ
き
、
令
和
三
年
度
に
お
け
る
非
常
勤
職
員
の
第
一
種
報
酬
の

額
を
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

令
和
三
年
十
月
二
十
九
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

附

則

こ
の
告
示
は
、
令
和
三
年
十
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

◉
東
京
都
告
示
第
千
三
百
二
十
号

母
子
保
健
法
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
年
厚
生
省
令
第
五
十
五
号
）

第
十
二
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
指
定
養
育
医
療
機
関
か
ら
変
更
の
届

出
が
あ
っ
た
の
で
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

令
和
三
年
十
月
二
十
九
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

名
称
の
変
更

変
更
前

変
更
後

所
在
地

変
更
年
月
日

東
京
医
科
歯
科

大
学
医
学
部
附

属
病
院

東
京
医
科
歯
科

大
学
病
院

文
京
区
湯
島
一

丁
目
五
番
四
十

五
号

令
和
三
年
十

月
一
日

◉
東
京
都
告
示
第
千
三
百
二
十
一
号

東
京
都
薬
物
の
濫
用
防
止
に
関
す
る
条
例
（
平
成
十
七
年
東
京
都

条
例
第
六
十
七
号
）
第
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
知
事
指
定

薬
物
の
指
定
が
次
の
と
お
り
効
力
を
失
う
の
で
、
同
条
第
二
項
の
規

定
に
よ
り
告
示
す
る
。

令
和
三
年
十
月
二
十
九
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

失
効
す
る
知
事
指
定
薬
物
の
名
称

別
表
の
と
お
り

二

失
効
の
理
由

当
該
知
事
指
定
薬
物
は
、
医
薬
品
、
医
療
機
器
等
の
品
質
、
有

効
性
及
び
安
全
性
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
第
二
条
第
十
五
項
に

規
定
す
る
指
定
薬
物
及
び
同
法
第
七
十
六
条
の
四
に
規
定
す
る
医
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療
等
の
用
途
を
定
め
る
省
令
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
令
和
三

年
厚
生
労
働
省
令
第
百
七
十
四
号
）
の
施
行
に
よ
り
、
医
薬
品
、

医
療
機
器
等
の
品
質
、
有
効
性
及
び
安
全
性
の
確
保
等
に
関
す
る

法
律
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
百
四
十
五
号
）
第
二
条
第
十
五
項

に
規
定
す
る
厚
生
労
働
大
臣
の
指
定
薬
物
に
指
定
さ
れ
る
た
め

三

失
効
年
月
日

令
和
三
年
十
月
三
十
一
日

四

罰
則
の
適
用

こ
の
指
定
の
失
効
前
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰
則
の
適
用
に
つ

い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

◉
東
京
都
告
示
第
千
三
百
二
十
二
号

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
特
別
措
置
法
（
平
成
二
十
四
年
法

律
第
三
十
一
号
）
第
三
十
一
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
同
条

第
一
項
の
臨
時
の
医
療
施
設
に
お
け
る
医
療
の
提
供
の
実
施
に
関
す

る
事
務
の
う
ち
次
の
事
務
を
練
馬
区
長
に
委
任
し
た
の
で
、
新
型
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
特
別
措
置
法
施
行
令
（
平
成
二
十
五
年
政
令

第
百
二
十
二
号
）
第
五
条
の
二
に
お
い
て
準
用
す
る
災
害
救
助
法
施

行
令
（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
二
百
二
十
五
号
）
第
十
七
条
第
二
項

の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

令
和
三
年
十
月
二
十
九
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

委
任
す
る
事
務
の
内
容

旧
光
が
丘
第
七
小
学
校
に
お
け
る
医
療
の
提
供

二

委
任
す
る
期
間

当
分
の
間

◉
東
京
都
告
示
第
千
三
百
二
十
三
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
三
十
三
条

の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林
の
指
定
施
業
要

件
を
変
更
す
る
。

令
和
三
年
十
月
二
十
九
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

八
丈
島
八
丈
町
三
根
六
四
二
四
番
二
、
同
番
三
、
末
吉
二
〇
三

番
及
び
青
ヶ
島
村
無
番
地
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。
）

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

土
砂
の
崩
壊
の
防
備
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三

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

㈠

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

２

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該

立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町
村
森
林
整
備
計
画
で

定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

３

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

㈡

立
木
の
伐
採
の
限
度

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（
「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面

及
び
関
係
書
類
を
東
京
都
産
業
労
働
局
農
林
水
産
部
及
び
関
係
町
村

役
場
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
）

一

指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

八
丈
島
八
丈
町
三
根
四
一
九
五
番
一
、
同
番
二
及
び
四
一
九
六

番
一
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。
）

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

潮
害
の
防
備

三

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

㈠

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

２

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該

立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町
村
森
林
整
備
計
画
で

定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

３

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

㈡

立
木
の
伐
採
の
限
度

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（
「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面

及
び
関
係
書
類
を
東
京
都
産
業
労
働
局
農
林
水
産
部
及
び
八
丈
町
役

場
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
）

◉
東
京
都
告
示
第
千
三
百
二
十
四
号

東
京
都
立
公
園
条
例
（
昭
和
三
十
一
年
東
京
都
条
例
第
百
七
号
）

第
三
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
東
京
都
立
公
園
の
位
置
、
区
域
及

び
面
積
を
次
の
と
お
り
変
更
す
る
。

令
和
三
年
十
月
二
十
九
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

公

園

名

変
更
内
容

変
更
年
月
日

東
京
都
立
中
藤
公
園

別
図
の
と
お
り

令
和
三
年
十
一
月

一
日
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◉
東
京
都
告
示
第
千
三
百
二
十
五
号

昭
和
三
十
九
年
東
京
都
告
示
第
二
百
五
十
六
号
（
会
計
管
理
者
を

し
て
特
別
出
納
員
等
に
都
の
会
計
事
務
の
一
部
を
委
任
さ
せ
た
も

の
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

令
和
三
年
十
月
二
十
九
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

表
特
別
出
納
員
の
項
中
「
並
び
に
」
の
下
に
「
旅
費
そ
の
他
の
」

を
加
え
、
「
旅
費
事
務
」
を
「
事
務
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
告
示
は
、
令
和
三
年
十
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

規

程
（
交
）

◉
交
通
局
規
程
第
五
十
九
号

東
京
都
電
車
モ
バ
イ
ル
Ｉ
Ｃ
端
末
取
扱
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る

規
程
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
三
年
十
月
二
十
九
日

東
京
都
交
通
局
長

内

藤

淳

東
京
都
電
車
モ
バ
イ
ル
Ｉ
Ｃ
端
末
取
扱
規
程
の
一
部

を
改
正
す
る
規
程

東
京
都
電
車
モ
バ
イ
ル
Ｉ
Ｃ
端
末
取
扱
規
程
（
令
和
二
年
交
通
局

規
程
第
二
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
八
条
第
一
項
中
「
モ
バ
イ
ル
Ｐ
Ａ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
ア
プ
リ
の
」
を

「
株
式
会
社
パ
ス
モ
が
定
め
る
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
パ
ソ

コ
ン
向
け
サ
イ
ト
を
利
用
し
て
作
成
し
た
所
定
の
購
入
申
込
書
を
印

刷
の
上
、
通
学
証
明
書
の
本
通
又
は
通
学
定
期
乗
車
券
購
入
兼
用
証

明
書
の
写
し
と
併
せ
て
、
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
へ
の
郵
送
」
を
「
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
へ
購
入
申
込
書
及
び
通
学
証
明
書
の
原
本
若
し
く
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は
通
学
定
期
乗
車
券
購
入
兼
用
身
分
証
明
書
の
写
し
を
郵
送
す
る
こ

と
、
又
は
通
学
証
明
書
若
し
く
は
通
学
定
期
乗
車
券
購
入
兼
用
身
分

証
明
書
に
係
る
電
磁
的
記
録
を
送
信
す
る
こ
と
」
に
改
め
る
。

第
二
十
八
条
第
三
項
中
「
当
該
モ
バ
イ
ル
Ｐ
Ａ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
ア
プ
リ

の
」
を
「
株
式
会
社
パ
ス
モ
が
定
め
る
」
に
改
め
る
。

第
三
十
二
条
中
「
、
第
十
八
条
第
一
項
中
「
モ
バ
イ
ル
Ｐ
Ａ
Ｓ
Ｍ

Ｏ
ア
プ
リ
の
」
と
あ
る
の
は
「
株
式
会
社
パ
ス
モ
が
定
め
る
」
と
」

及
び
「
、
第
二
十
八
条
第
三
項
中
「
当
該
モ
バ
イ
ル
Ｐ
Ａ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
ア

プ
リ
の
」
と
あ
る
の
は
「
株
式
会
社
パ
ス
モ
が
定
め
る
」
と
」
を
削

る
。

附

則

こ
の
規
程
は
、
令
和
三
年
十
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

◉
交
通
局
規
程
第
六
十
号

東
京
都
乗
合
自
動
車
モ
バ
イ
ル
Ｉ
Ｃ
端
末
取
扱
規
程
の
一
部
を
改

正
す
る
規
程
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
三
年
十
月
二
十
九
日

東
京
都
交
通
局
長

内

藤

淳

東
京
都
乗
合
自
動
車
モ
バ
イ
ル
Ｉ
Ｃ
端
末
取
扱
規
程

の
一
部
を
改
正
す
る
規
程

東
京
都
乗
合
自
動
車
モ
バ
イ
ル
Ｉ
Ｃ
端
末
取
扱
規
程
（
令
和
二
年

交
通
局
規
程
第
二
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
八
条
第
一
項
中
「
モ
バ
イ
ル
Ｐ
Ａ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
ア
プ
リ
の
」
を

「
株
式
会
社
パ
ス
モ
が
定
め
る
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
パ
ソ

コ
ン
向
け
サ
イ
ト
を
利
用
し
て
作
成
し
た
所
定
の
購
入
申
込
書
を
印

刷
の
上
、
通
学
証
明
書
の
本
通
又
は
通
学
定
期
乗
車
券
購
入
兼
用
証

明
書
の
写
し
と
併
せ
て
、
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
へ
の
郵
送
」
を
「
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
へ
購
入
申
込
書
及
び
通
学
証
明
書
の
原
本
若
し
く

は
通
学
定
期
乗
車
券
購
入
兼
用
身
分
証
明
書
の
写
し
を
郵
送
す
る
こ

と
、
又
は
通
学
証
明
書
若
し
く
は
通
学
定
期
乗
車
券
購
入
兼
用
身
分

証
明
書
に
係
る
電
磁
的
記
録
を
送
信
す
る
こ
と
」
に
改
め
る
。

第
二
十
八
条
第
三
項
中
「
当
該
モ
バ
イ
ル
Ｐ
Ａ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
ア
プ
リ

の
」
を
「
株
式
会
社
パ
ス
モ
が
定
め
る
」
に
改
め
る
。

第
三
十
二
条
中
「
、
第
十
八
条
第
一
項
中
「
モ
バ
イ
ル
Ｐ
Ａ
Ｓ
Ｍ

Ｏ
ア
プ
リ
の
」
と
あ
る
の
は
「
株
式
会
社
パ
ス
モ
が
定
め
る
」
と
」

及
び
「
、
第
二
十
八
条
第
三
項
中
「
当
該
モ
バ
イ
ル
Ｐ
Ａ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
ア

プ
リ
の
」
と
あ
る
の
は
「
株
式
会
社
パ
ス
モ
が
定
め
る
」
と
」
を
削

る
。

附

則

こ
の
規
程
は
、
令
和
三
年
十
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

◉
交
通
局
規
程
第
六
十
一
号

東
京
都
地
下
高
速
電
車
モ
バ
イ
ル
Ｉ
Ｃ
乗
車
券
取
扱
規
程
の
一
部

を
改
正
す
る
規
程
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
三
年
十
月
二
十
九
日

東
京
都
交
通
局
長

内

藤

淳

東
京
都
地
下
高
速
電
車
モ
バ
イ
ル
Ｉ
Ｃ
乗
車
券
取
扱

規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程

東
京
都
地
下
高
速
電
車
モ
バ
イ
ル
Ｉ
Ｃ
乗
車
券
取
扱
規
程
（
令
和

二
年
交
通
局
規
程
第
二
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
九
条
第
二
項
中
「
パ
ソ
コ
ン
向
け
サ
イ
ト
を
利
用
し
て
作
成
し

た
所
定
の
購
入
申
込
書
と
通
学
証
明
書
の
本
通
又
は
通
学
定
期
乗
車

券
購
入
兼
用
身
分
証
明
書
の
写
し
と
を
併
せ
て
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

（
モ
バ
イ
ル
Ｐ
Ａ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
及
びA

pple
Payの

PA
SM
O

の
会
員
を

対
象
に
株
式
会
社
パ
ス
モ
が
開
設
す
る
モ
バ
イ
ル
Ｐ
Ａ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
コ
ー

ル
セ
ン
タ
ー
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
へ
の
郵
送
」
を
「
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
へ
購
入
申
込
書
及
び
通
学
証
明
書
の
原
本
若
し
く
は
通
学

定
期
乗
車
券
購
入
兼
用
身
分
証
明
書
の
写
し
を
郵
送
す
る
こ
と
、
又

は
通
学
証
明
書
若
し
く
は
通
学
定
期
乗
車
券
購
入
兼
用
身
分
証
明
書

に
係
る
電
磁
的
記
録
を
送
信
す
る
こ
と
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
規
程
は
、
令
和
三
年
十
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

◉
交
通
局
規
程
第
六
十
二
号

東
京
都
日
暮
里
・
舎
人
ラ
イ
ナ
ー
モ
バ
イ
ル
Ｉ
Ｃ
乗
車
券
取
扱
規

程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
三
年
十
月
二
十
九
日

東
京
都
交
通
局
長

内

藤

淳

東
京
都
日
暮
里
・
舎
人
ラ
イ
ナ
ー
モ
バ
イ
ル
Ｉ
Ｃ
乗

車
券
取
扱
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程

東
京
都
日
暮
里
・
舎
人
ラ
イ
ナ
ー
モ
バ
イ
ル
Ｉ
Ｃ
乗
車
券
取
扱
規

程
（
令
和
二
年
交
通
局
規
程
第
二
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。

第
九
条
第
二
項
中
「
パ
ソ
コ
ン
向
け
サ
イ
ト
を
利
用
し
て
作
成
し

た
所
定
の
購
入
申
込
書
と
通
学
証
明
書
の
本
通
又
は
通
学
定
期
乗
車

券
購
入
兼
用
身
分
証
明
書
の
写
し
と
を
併
せ
て
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

（
モ
バ
イ
ル
Ｐ
Ａ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
及
びA

pple
Payの

PA
SM
O

の
会
員
を

対
象
に
株
式
会
社
パ
ス
モ
が
開
設
す
る
モ
バ
イ
ル
Ｐ
Ａ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
コ
ー

ル
セ
ン
タ
ー
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
へ
の
郵
送
」
を
「
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
へ
購
入
申
込
書
及
び
通
学
証
明
書
の
原
本
若
し
く
は
通
学

定
期
乗
車
券
購
入
兼
用
身
分
証
明
書
の
写
し
を
郵
送
す
る
こ
と
、
又

は
通
学
証
明
書
若
し
く
は
通
学
定
期
乗
車
券
購
入
兼
用
身
分
証
明
書

に
係
る
電
磁
的
記
録
を
送
信
す
る
こ
と
」
に
改
め
る
。

附

則
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こ
の
規
程
は
、
令
和
三
年
十
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

公

告

軽
油
引
取
税
に
係
る
免
税
証
の
無
効
処
分
に
つ
い
て

地
方
税
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
二
十
六
号
）
第
百
四
十

四
条
の
二
十
一
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
交
付
し
た
次
の
表
の
上
欄
に

掲
げ
る
地
方
税
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
九
年
総
理
府
令
第
二
十
三

号
）
第
十
六
号
の
十
三
様
式
に
よ
る
軽
油
引
取
税
に
係
る
免
税
証
を
、

同
表
下
欄
の
事
故
発
生
日
以
降
無
効
と
し
た
。

令
和
三
年
十
月
二
十
九
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

軽
油
引
取
税
に
係
る
免
税
証

免
税
証

の
種
類

組
番
号

枚
数

被

交

付

者

住

所

氏

名

事
故
発
生

日

二
百
リ

ッ
ト
ル

券

〇
八
〇
Ｈ

一
一
四
四

一
七
、
〇

八
〇
Ｈ
一

一
四
四
二

七
、
〇
八

〇
Ｈ
一
一

四
四
二
九

及
び
〇
八

〇
Ｈ
一
一

四
四
五
〇

か
ら
〇
八

〇
Ｈ
一
一

五
〇
八
七

ま
で

六
百

四
十

一
枚

墨
田
区
両

国
四
丁
目

一
番
三
号

有
限
会
社

ア
ラ
リ
シ

ッ
プ
ビ
ル

ダ
ー
ズ

令
和
三
年

五
月
二
十

八
日

百
リ
ッ

ト
ル
券

〇
八
〇
Ｇ

五
一
九
二

〇
二
か
ら

〇
八
〇
Ｇ

百
五

十
枚

同
右

同
右

同
日

五
一
九
三

五
一
ま
で

十
リ
ッ

ト
ル
券

〇
八
〇
Ｃ

五
〇
六
七

五
三
及
び

〇
八
〇
Ｃ

五
〇
六
七

五
七
か
ら

〇
八
〇
Ｃ

五
〇
六
八

四
五
ま
で

九
十

枚

同
右

同
右

同
日
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